
一

般

質

問

2021.4 第44 号 10議会だより

スリムに進化した自治会は
持続可能な社会の重要基盤

事業化が進む国道6号への取り付け道路

問 　自治会の負担軽減と
今後の展望は

答 　課題を把握し、改善に取り組む　

問 　国道６号拡幅の
協議体設置を望む

答 　自治会と調整し課題解決に努める　

け
道
路
改
修
等
の
調
整
を

行
う
会
議
体
の
設
置
に
つ

い
て
考
え
を
伺
う
。

答　

４
車
線
化
に
伴
い

中
央
分
離
帯
が
設
置
さ
れ
、

信
号
の
あ
る
交
差
点
以
外

で
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う

に
右
折
で
き
な
く
な
る
こ

と
か
ら
様
々
な
ご
意
見
を

伺
っ
て
い
る
。
ま
た
、
石

神
外
宿
地
区
か
ら
は
、
こ

れ
ま
で
自
治
会
な
ど
か
ら

取
り
付
け
道
路
な
ど
の
整

備
に
つ
い
て
ご
要
望
を
頂

い
て
い
る
。
会
議
体
の
設

置
等
に
つ
い
て
は
、
自
治

会
と
調
整
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
地
域
の
課
題
解
決
に

努
め
て
い
き
た
い
。

問　
本
村
の
現
行
自
治
会

制
度
は
、
高
齢
化
や
形
骸

化
な
ど
に
よ
っ
て
行
き
詰

ま
り
が
散
見
さ
れ
る
。
高

齢
化
、
住
民
生
活
の
多
様

化
や
価
値
観
の
変
化
に

よ
っ
て
、
自
治
会
役
員
の

担
い
手
不
足
や
会
員
の
退

会
が
多
発
し
て
い
る
。
自

治
会
制
度
の
長
い
歴
史
の

中
で
自
治
会
に
対
す
る
予

算
措
置
、
ゴ
ミ
出
し
当
番
、

集
積
場
の
用
地
確
保
、
神

社
の
氏
子
制
度
の
紐
付
け

な
ど
是
正
が
必
要
で
あ
る
。

　
村
政
や
ま
ち
づ
く
り
の

議
論
、
大
規
模
行
事
計
画

な
ど
は
地
区
自
治
会
に
集

約
し
て
単
位
自
治
会
の
役

員
の
負
担
を
軽
減
す
る
。

問　
村
内
の
国
道
６
号
の

２
車
線
区
間
は
、
４
車
線

化
が
事
業
化
さ
れ
た
。
現

在
は
、
測
量
・
設
計
、
地

権
者
へ
の
説
明
等
に
入
っ

て
い
る
状
況
で
あ
る
。
地

権
者
な
ど
の
個
々
人
と
の

話
し
合
い
が
中
心
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
村
道
の
取
り

付
け
道
路
の
改
良
な
ど
は
、

国
道
管
理
事
務
所
で
検
討

さ
れ
て
い
な
い
と
聞
い
て

い
る
。
国
道
の
取
り
付
け

道
路
は
、
地
権
者
以
外
の

住
民
も
含
め
て
利
用
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
。
自
治
会
、

地
域
住
民
等
の
皆
さ
ん
と

村
執
行
部
、
さ
ら
に
国
道

事
務
所
と
の
間
で
調
整
す

る
必
要
が
あ
る
。
取
り
付

新政とうかい

三
み か み

上　修
おさむ

　議員

新政とうかい

寺
て ら

門
か ど

　定
さ だ の り

範　議員

ま
た
、
単
位
自
治
会
は
見

守
り
、
防
災
、
自
警
団
活

動
な
ど
を
担
う
程
度
に
留

め
、
高
齢
者
や
働
き
盛
り

の
世
代
も
自
治
会
役
員
を

務
め
る
こ
と
が
出
来
る
よ

う
な
改
革
が
急
務
で
あ
る
。

本
村
の
対
策
と
展
望
は
。

答　
班
長
の
役
割
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
な
い
高
齢

者
世
帯
が
自
治
会
を
退
会

す
る
等
、
メ
リ
ッ
ト
が
見

え
な
い
と
い
う
理
由
で
入

会
い
た
だ
け
な
い
世
帯
も

存
在
し
、
自
治
会
活
動
の

問
題
が
顕
在
化
し
て
い
る
。

地
域
の
方
々
と
対
話
を
重

ね
、
自
治
会
制
度
の
在
り

方
に
つ
い
て
正
し
い
理
解

の
浸
透
に
取
り
組
む
。




